
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５ 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○表現力（発信力）と共感力の向上のた
めの授業改善・環境改善

○学習状況に関するアンケートにおい
て、「授業がよく分かる」「自分の考えを
伝えている」「話を最後まで聞いている」
と回答した児童８０パーセント以上

・様々な教科の授業で考えを伝え合う時間を設
定する。
・スキルタイムの共通実践で、音読や語彙力・計
算力の定着を図る。
・学習規律を整え、家庭との連携を図りながら学
習習慣の定着を図る。

A

・学習状況に関するアンケートにおいて、「授業がよく分かる」
「話を最後まで聞いている」と回答した児童は、85％以上で
あった。
・スキルタイムで朝の時間の統一感が生まれ、学びの雰囲気
が高まりつつある。
・月１回家庭学習頑張り週間を実施しているので、児童と保
護者の家庭学習への意識が高まっている。

A

・学習状況に関するアンケートにおいて、「授業がよく分かる」
「話を最後まで聞いている」と回答した児童は、90％以上で、
「自分の考えを伝えている」と回答した児童も前回より増え、学
びに向かう姿の意識向上が見られた。
・国語・算数の単元テストで正答率8割以上の児童が80％以上
で、基礎基本の定着ができている。

A

・少しずつ成果が出ている。表現力の育成のために
さらに授業改善を図ってほしい。
・授業内容を理解し、話を最後まで聞くことができる
児童が90％以上はすばらしい。考えを表現するアウ
トプットは難しいですが、できるようになってほしい。
・スキルタイムをすることにより児童に自信をもたせ
ることができている。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇思いやりや道徳に関するアンケートに
おいて肯定的な回答をした児童80％以
上

・児童に道徳に関するアンケートを行
う。
・平和に関する集会や、人権に関する
仲良し集会企画・実施。
・保護者が参画したふれあい道徳を
実施。

A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした児童
生徒92％で成果指標を上回った。
・8月に平和集会を実施し、11月末になかよし集会を実施予
定。
・授業参観で、保護者や地域の方が参画したふれあい道徳を
実施した。

A

・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした児童生
徒90％で成果指標を上回ったが、「進んで人の役に立つ活動を
している」の肯定的な回答が前期より７％低下した。
・8月に平和集会を実施し、11月末になかよし集会を実施し、生
命を尊重する心、他者への思いやりの心が育つ機会になった。
・全クラス、授業参観で保護者や地域の方が参画したふれあい
道徳を実施した。

A

・取組内容の継続、強化を図って、豊かな心を身に
付けられるようにしていってほしい。
・学校の取組としては現状でよいと思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等について、組織的対応
ができていると回答した教師80％以上

・心のアンケートを毎月実施し、事後対応や
指導を適切に行うよう働きかける。
・いじめの覚知・認知に対する対応マニュア
ルの周知を図る。
・いじめの対応についての研修会を年一回
以上行う。

A

・心のアンケートを毎月実施し、支援を要する児童には話を聞
くとともに、保護者との連携を図った。
・11月にお話週間を設け、児童一人一人と担任の面談の時
間を設定し、いじめ等の早期発見に努めた。
・夏期休業中に、「いじめ問題の対応」について佐賀県作成の
講義動画を視聴したり、事例による演習を行ったりして、いじ
めの教職員一人一人の理解及び対応力の向上を図った。

A

・「いじめ防止等について、組織的対応ができている」と回答し
た教師100％、「いじめ防止、早期発見のために具体的な取り
組みや指導を行っている」と回答した教師１００％と、充実した
取り組みができていた。
・心のアンケートは１年を通じて毎月実施することができた。ア
ンケートをもとに聞き取り等を行い、いじめの早期発見に学校と
して取り組むことができた。

A

・取組内容の継続、強化を図って、子供たち
が安心して学校生活を送れるようにしてほし
い。
・学校の取組としては現状でよいと思う。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・各学級や教師が行っている、児童それ
ぞれの良い点や頑張りを見つけて称賛
する取り組みを、紹介し共有するミニ研修
を設定する。
・授業中や様々な行事の中で、児童に多
くの出番や役割を与えて称賛し、振り返り
で価値づけを必ず行うことで、次の活動
への意欲や自分の生活・生き方への展
望をもたせるようにする。

A

・アンケートにおいて「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童は約90.2％と成果指標を上回っ
た。
・教師のミニ研修会で、各学級で行っている「互いを認め合う
取り組み」を共通理解することがでいた。
・アンケートにおいて「将来の夢や目標をもっている」と回答し
た児童は、86.1％と成果指標を上回った。
・学校行事や委員会活動、学級での様々な活動において、児
童の出番や活躍する場を積極的に設定することができた。

A

・教師が児童のよいところや頑張りを見つけ称賛することを意
識して行ったことにより、９０％の児童が「認められている」と感
じることができた。
・日々の授業の中で児童が活躍する場を設けたり、学校行事
や委員会活動などで児童の出番を積極的に増やすことを繰り
返し行ったことで、児童が生活の中で自主的・自発的に活動す
る姿が徐々に見られるようになってきている。今後も継続し、夢
や目標に向かって必要な事を考え、進んで行動に移すことがで
きる児童を育成していく。

A

・子供たちにはそれぞれよいところがあるが、自分
では気付かないことがあるかもしれない。互いにそ
れぞれのよいところを見つけて、伝えるような取組を
してほしい。
・短所（指導すべき点）を伝えるときにも、否定しない
で、共感した言葉を添えながら伝えてほしい。ちょっ
とした言葉でやる気を起こしたり落ち込んだりする。
先生方も子供たちのよいところをじっくり探してほし
い。

●健康・体つくり

●「望ましい生活習慣の形成」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

〇生活習慣に関するアンケートで肯定
的な回答した児童80%以上
●「健康に良い食事をしている」児童
94％以上

・早寝・早起き・朝ごはんについての
保健指導を全学年に行う。また、保健
だよりを通して保護者へ継続的な呼
びかけを行う。　　　　　　　・1日３食き
ちんと食べる、好き嫌いなく食べるこ
との大切さを、給食・食育指導で伝
え、定着を図る。また、家庭の協力を
得るため、啓発のお便りを定期的に
発行する。

A

・長期休業明けの生活リズムチェックアンケートを実施した結
果、早寝、早起き、朝ごはんのリズムを守れている児童が
90％以上という結果だった。今後も児童への指導を継続し、
おたよりや学級懇談会等でも家庭への啓発を行う。       ・給
食時間の巡回や放送、食育の授業等で、好き嫌いなく食べる
ことの大切さを指導した結果、少しずつ給食の残食が減って
きている。また、苦手な食べ物にも挑戦したり、残さず食べよ
うとする児童も増え、児童の意識の変容にもつながってきて
いるようである。今後も家庭と連携し、継続的に指導を行って
いく。

A

・給食時間や食育授業に継続的に指導したことで、バランスの
良い食事内容について理解した児童は96.8％、健康でいるた
めに食事は大切だと理解した児童100％となり、望ましい食習
慣を実践するための知識が身に付いてきているようである。
・全校集会で「早寝早起き朝ごはん」の全体指導を実施し、長
期休業明けに生活リズムチェック週間を設けアンケートを実施
した。その結果全校児童の94％が平均９時間程の睡眠時間を
取れていることが分かった。また朝食喫食率は95％という結果
だった。全体的に、早寝早起き朝ごはんの意識向上につながっ
たといえる。

A

・子供たちの健康・体づくりにおける家庭での役割、
保護者の務めを理解させ、家庭と共有しながら健や
かな体づくりの取組を継続・強化してほしい。
・家庭では苦手なものは食べないのに、学校では食
べているようだ。いつもご指導ありがとうございま
す。
・よくできていると思う。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・パソコンによる業務管理の徹底
・定時退勤日の設定
・時間外勤務時間のフィードバックによる
個々人の業務改善の推進
・業務分担、計画的な業務推進等による年
休取得率アップ

B

・業務内容の見直しを進めながら効率よく計画的に業務に取
組むことができているので、教頭、教務以外の職員に月45時
間以上の時間外勤務はほぼない。
・定時退勤日は金曜日に設定しているが、まだ浸透していな
い面があるので今後取組を強化していく。

A

・定時退勤日には施錠時刻を知らせることで、退勤時刻を意識
しながら業務に取組むことができるようになり、メリハリのある
働き方ができてきた。
・見通しをもった業務への取組と年休の取りやすい雰囲気づく
りにより年休取得率はアップしている。

A

・職員の体調、精神的疲れが心配ですので、職員同
士が声を掛け合い、元気な笑顔で子供たちと接する
ことができるようにしていってほしい。
・組織として勤務体制を整えてほしい。
・業務のICT化を進め、先生方の負担を減らして時
間外在校時間の削減が進むとよい。

○３部会制の導入による学校運営への
参画

○自らの校務分掌において、学校目標
達成のための働きができたと回答した
教師80％以上

・自己申告書の自己目標と学校評価
で担当した校務分掌上の目標を連動
させ、日常の業務を遂行する。 A

・部会の話し合いを定期的に設定し、業務分担、業
務改善の視点で取り組むことができている。

A

・教職員アンケートの結果、「校務分掌や学級経営において学
校目標達成のための働きができている」「校務分掌は責任を
もって計画的に実施してい」と回答した教職員は100％であっ
た。それぞれがそれぞれの役割の中で職責を果たし、学校運
営に寄与することができた。

A

・それぞれの職員が力を発揮できるよう、体を大切
にして、気軽に悩みを伝え合えるような職場の雰囲
気を大切にしてほしい。
・すばらしい取組ができている。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ユニバーサルデザインに
基づく教育環境整備

○個々が大切にされる学校風土の醸成 ○UDの視点を取り入れた教室環境整備につい
て尋ねるアンケートで、肯定的に回答した教師８
０％以上。
○UDの視点を取り入れた授業作りについての意
識が高まったかを尋ねるアンケートで肯定的に
回答した教師８０％以上。

・教育のUDに関する研修会を年２回以上
実施する。また各学級の取り組みや実践
を研修会等で紹介をし、全職員でUDに関
する意識を高める体制を作る。

A

・UDに関する研修を２回実施した。各学級で学習環境を整え
る取り組みを行い、保護者アンケートにおいて、学校は学び
の環境が整っているに肯定的な回答は９６．７％であった。
・研究授業等で、「わかりやすい授業」を目指したことで、構造
化された板書等工夫が見られた。

A

・UDに関する研修を年間２回、特別支援教育研修は年間３回以上
実施した。保護者アンケートにおいて、学びの環境が整っているに
肯定的な回答は９６．４％であった。「気になる児童の課題に応じた
細かな指導を行っている。」と回答した教職員は100％で、意識の高
まりとともに、共通理解のもと学習環境を統一しながら指導に当たる
体制ができた。

A

・全職員で取組の共有を図り、取組を継続してほし
い。
・様々な個性をもった子供たち。体格も違えば学び
の速度も違う。そんな中、皆が分かりやすく楽しく学
習できるように取り組んでいただきありがとうござい
ます。

○タブレットを活用した学習
活動の充実

○各教科でタブレットを積極的に使用す
る

○タブレット使用のアンケートで週３時間
程度使用したと答えた割合が８０％以
上。

・校内研究でタブレットの活用法について
研修を行う。各教科で行った効果的な取
り組み実践を紹介し、情報を共有化して
いく。 A

・全学年毎日活用している。校内研究では他教科にわたり
ICTを活用した授業を行い、研修を深めている。また、共有
フォルダに授業実践を残していき全職員で情報の共有化を
図っている。 A

・校内研究を通して、多教科にわたりタブレットの活用方法を深
めた。また、共有フォルダに授業実践を残していき全職員で情
報の共有化ができた。
・情報モラル指導は、さらに共有化、強化していく必要がある。 B

・タブレットは利用の仕方で子供たちの理解を支える一つの手
段となると思うので、次年度はさらに効果的な使い方について
じっくり検討してほしい。
・情報伝達方法についてはICT,紙それぞれのよさがあるので、
使い分けも大切ではないかと思う。
・宿題もタブレットでよいと思う。保護者もログインしてみること
ができれば尚よいです。
・社会科や理科でも活用すると効果的だと思う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５ 総合評価・

  次年度への展望

・学校目標達成に向けて校務分掌や学級経営においてそれぞれが役割を果たすとともに、連携・協力しながら職責を果たすことができており、ほとんどの項目がA評価であった。
・先生から認められていると感じている児童が9割を超えているが、「自分のことが好き」と回答した児童は8割に満たなかった。人権感覚、主体性を育む取組を充実させながら、自己肯定感や自己有用感、他者を尊重する態度を育み、一人一人が自信をもって学校生活を送れるようにする。
・ICT活用については、校内研究を通していろいろな教科で効果的な活用方法を探り、実践を積み重ね、情報の共有化も少しずつ進んできた。来年度も研究、実践を継続していく。
・教職員それぞれが職責を果たせるよう、業務改善の視点を大切にしながら、健康的で働きやすい職場環境の整備に努める。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１ 前年度

  評価結果の概要

・時間外勤務削減についての取組には個人差がある。組織として勤務体制の工夫や業務の見直し、デジタル化、共有化等をさらに進めながら、時間外勤務を減らしていきたい。
・学力調査において、すべての学年の正答率が県の正答率や全国の目標値と同等か上回ることができた。しかしながら、思考・判断・表現の観点ではまだ課題が残る。
・学習環境整備や授業づくりにUDの視点を取り入れたことは学力向上にもつながっている。今後もいろいろな学習活動にUDの視点を取り入れていきたい。

２ 学校教育目標 「「賢く 優しく 逞しく」自分で考え行動できる児童の育成

３ 本年度の重点目標

1 全職員で全児童を見守る組織作り

２  勤務時間の縮減に繋がる業務効率化・適正化、組織体制の工夫

３ 学力向上（ICT利活用教育の充実／／思考力・判断力・表現力の育成／家庭学習の充実）

4 ユニバーサルデザイン教育の推進

学校名 神埼市立千代田中部小学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


